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教師教育 におけるサービス ・ラーニ ングの可能牲

高等学校教科 「奉仕」支援を通して

宮 崎 猛

餐.は じ め に

サー ビス う 一ニ ング(Service-Learaiag)が 日 本 に紹 介 ・導 入 され る ようになって

20年 余が経過 した。 サー ビス ・ラー ニ ングは,児 童 ・生徒,学 生が教育 的に組織 され

た貢献活動へ の参加 を通 して,学 問的 な知識や技 能の深化 を図 った り,市 民性 を育 成

した りす る ことをね らい とす る教育方法 であ る。2000年 代 にな ると,日 本政府 に よる

高等教育機 関へ の導 入奨励 な どを背景 として,競 争 的資金 の獲得 な どを通 してサ ー ビ

ス ・ラーニ ングを組織 的 に取 り入れ る大 学 もみ られ るよ うにな った。 初等 ・中等教 育

におい ては カリキュ ラム上 の制約が ある ものの,社 会科 ・公民科や総合 的 な学覆 の時

間 な どを活 用 し,市 民 性教 育 との連 関 させた社 会参 加 型学 習 や 「奉仕」「ボラ ンテ ィ

ア体験」 な どにサ ー ビス ・ラーニ ングの理念や方 法が取 り入れ られる ようになって き

てい る。

学ぶ ことの 意義 の感得や 汎用的能 力の獲得,専 門的知識 の現実社 会へ の適用 は今 日

多 くの 濁々の教育 活 動 に必要 とされ,ゆ えに,サ ー ビス・ラー ニ ングは各国 で有益 な

教育 方法の一つ と考 え られて きている。 アジアにお いて も2009年 か らは アジア太平洋

地域 の学術 研 究大 会(Asia--Pacit"i'cRegioRalCoiifereiiceoikSe{'vice--Leew'fting,/XPRCSL)が

開 催 され るよ うにな り,2013年 の 第4睡 大会で は香港,中 国,フ ィリピ ン,シ ンガポー

ル,イ ン ドネ シア,タ イ,ニ ュージー ラ ン ド,オ ー一ス トラリアな ど20以 上 の国や地域

か らの400名 以 上 の参加が あった。研究 大会で は,シ ューマー(Sh"iner,1船 な らびに

ジ リス(Giles,D.)が 主 宰 した トーキ ングセ ッシ ョンが課題 研 究 の一つ として行 わ れ

だ1>。 これ は若 手(主 な対 象は20代)の 研 究者や 実践者 が シュー一マー ら とサ ー ビス ・

ラーニ ングの これ までの貢献 を整 理 し,今 後 の方 向性 を検討す る もので あった。サ ー

ビス ・ラーニ ングが拡 が りをみせ,多 義 的に解釈,展 開 され るなかで,質 の高い,教

育 的 な価 値 を もったサ ー ビス ・ラーニ ング を具現 化 する とと もに,そ れ を どの ように

継 承 ・発展 させて い くか 瓢後継 者 を育成 して くかがサー ビス ・ラーニ ングの研 究 や実

践 に取 り組 んで きた識者 らの喫緊の課題 とな ってお り,と りわけ三970年 代 よ りサ ービ

ス ・ラーニ ングを代 表す る研 究者 と して発 言を続 けてい るシューマーや ジ リスらの 問
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題意識を反映 した企画であった、,

本研究もそれ らと同様の間題意識をもつものである。iヨ本の今次の学習指導要領は

社会に参晒する態度の育成が重点項 目の一つとして挙げられ,高 等学校ではボラン

ティア活動や社会奉仕的体験活動が奨励 されている。質の高い社会参画型の体験的な

学習の展開にはその担い手の育成が重要であ り,教 員養成においてサービス ・ラーニ

ングを導入することに意義があるのではないかと考えられる。サービス ・ラーニング

の担い手養成の方法としては次の三つが考えられる。…・つには大学生が,サ ービス ・

ラーニングの方法や理論を机上で学ぶことである。二つにはサービス ・ラーニングを

体験 し,そ の意義 を感得 ・理解することである、,三つには,実 際に小中高における教

育現場 でサービス ・ラーニ ングのプログラムを作成 し,そ の実践 に携 わることであ

る。本研究ではサービス ・ラーニングの担い手育成 としてもっとも有効であると考え

られる三番 目のアプローチを採用 し,そ の効果を質的研究の方法を用いて検証するこ

とにした。

黛.サ ー ビス ・ラーニン グの特徴 と理 論

サービス ・ラーニ ングは様々な形で定義 されるが,特 に次の三つの要素が重要であ

るとされる。 逢.実 社会 ・地域において,現 実に必要性のある貢献活動であ り,地 域

からの強い支持 と関与を増加させるものであること2.大 学(学 校)で 行われる教育

内容と連携 し,そ れを発展させるものであること3,体 験の振 り返 りを含むよく計画

されたプWグ ラムをもつものであることtL')。背景にある教育理論は,個 入と社会 ・地

域 とが 身近 に深 く関 わることで 知的 ・・人格 的 発 達が 可 能 になるというデューイ

(Dewey,」.)ら の経験主義に基づ く学習論があ り,学 習者が実際に地域や社会の改善

にかかわり,そ れを実感することによって臼己有能感や市民性を身につけることを目

指している。経験主義に基づ くサービス ・ラーニ ングの実践では,個 入の成長と社会

への寄与が往還することを通 して,経 験 と学習が不断に再構成されていくことが期待

されている。デューイはそうした経験の質について 「連続性」 と 「相互作用」が重要

であるとしてお り,前 者は 「後の経験に影響 を及ぼす」経験 として個入の成長と社会

の変革を実現することがで きるものであり,後 者は参加者の主体性や意欲,関 心など

の内的条件 と客観的な条件 との相互作用であるとする{:S}。

また,コ ープ(Kolb,D.)ら による省察の経験学習モデルが方法上の理論としてし

ばしば取 り上げ られ,反 省的思考 としての振 り返 りが体験の学習化への鍵 となってい

る。コープによれば学習は動的なプロセスであ り,「経験」→ 「省察」→ 「概念化」

→ 「試行」 という4つ のフェーズを不断の検証を伴いなが ら連続 していくものとされ

る{O。具体的な経験 を振 り返 りによって概念化(意 味の考察や今後の見通しの言語化)

し,そ れを活用 して次の経験をなすというサイクルをスパイラルに繰 り返 し発展させ
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てい くという理論である。つまり振 り返 りとは,学 習者 自身が学んでいることを意識

化 し,経 験を解釈 し,意 味を構成する作業であるということがで きる、、

こうした特徴 をもつサービス ・ラーニ ングは教育実習やインターンシップ,ボ ラン

ティア活動 との類似性 をもつものだが,フ ァーほ(恥rco,ん,1996)に よれば次 の二

点 において,そ れ らと異なるものである{5}。第一・にサービス ・ラーニ ングでは学びと

貢献 を両立 させ るところに特徴があ り,そ のために参加者間での対等性や課題共有に

よる協働的な取 り組みが重視される。 したがって学習者の学びを重視し 「指導者(実

習校教員)一 実習者(学 生)」 という縦の関係を基本 とする教育実習 とは異なる性格

をもつものである。第二にサービス ・ラーニングは学修 として明確な臼的をもつもの

であ り,意 図的 ・計画的な実践の振 り返 りを不可欠の要素としている。この点におい

て貢献を第一一義 とするボランティア活動 とは異 なるものである。

3.日 米の先行研究 と本研究の意義

2003年 に行 われたア ンダー ソン(AndersoR,」.)と エ リクソ ン(Lrickso無,」.)の 調 査

に よれ ば,59%の 教 員養成課程 の カリキュ ラムでサ ー ビス ・ラーニ ングの教育方法が

教授 され てい るものの,サ ー ビス ・ラー ニ ングに参 画す るプログ ラムを取 り入れ てい

る比 率 は24%に 留 まってお り,サ ー ビス ・ラーニ ングを取 り入 れた指 導案 を開発す る

プmグ ラム を取 り入れ てい る比率 は18%に 過 ぎない とい う状況 があ っだ ㌔ さらに同

調査 で は,教 師教 育 の課 題 は,NCLB(NoChlldL醗 露ehl慮)や 認証 機 関が求 め る水

準 に対応す る(説 明責 任)必 要 か ら,サ ー ビス ・ラーニ ング まで には手 が図 らない と

い う状 況が あ り,も う…つ の課 題 は,教 育 実習 とサー ビス ・ラーニ ングの相 違 が 多 く

の教師教育 者の 問でなお混乱 してい るこ とであ る。 アンダー ソン とルー ト(Reot,S.)

は 「サ ー ビス ・ラー ニ ングは 教 師 教 育 者 の 問 では,濡 葉 として メイ ンス トリームに

な っているが,中 核 の コースや実習 に不 可欠の要素 と して位 概づ け られる まで は至 っ

てい ない」 と結 論付 けて いるσ1。こう した背 景 において,2003年 に はサー ビス ・ラー

ニ ング 教 師 教 育 の 学 術 学 会 であ るlnteritationaiCenterforSewice-Learniscglsirrlreacher

Edし燃101達 くICSLTE)が 設 立 され,教 師教 育 へのサ ー ビス ・ラーニ ングの導 入 の促 進

とそ の学 術的 意義 や成果が検 証 され る ようになって きた。 ア ンダーソ ンとルー トは,

教 職 学生 に対 す るサ ー ビス ・ラーニ ングの効 果 に関す る25本 以上 の研 究 について分析

を行 っている。そ の結果,教 職学 生 にお けるサー ビス・ラーニ ング効 果 は1.ア カデ

ミックな学習 の促 進,2.生 徒 理解 と生徒 ケア,3.指 導 技術 や専 門技 術 に関す る知

識,4.多 様 性 の理解 と受 容,5.サ ー ビス ・ラーニ ング を実践す るための,動 機,

知 識,技 能,の5つ の カテ ゴリーに分 け られる とい う〔8/。この うち 「!、 アカデ ミッ

クな学習の促進 」 はサ ー ビス ・ラーニ ングが 共通 してね らい とす る ものであ り,こ れ

以外 の4つ は教師教育 におけ るサ ー ビス ・ラーニ ングに特徴 的 な効果 とい うこ とがで
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きる。

鷺本におけるサービス ・ラーニングの実践や研究は近年多方癬から行われてきてい

るが,教 師教育における実践や研究はまだ少数である。手取(2004)は,教 員養成課

程において行った地域へのプロジェク ト型の学習について,サ ービス ・ラーニ ングに

おける振 り返 り等の方法を取 り入れることによって,よ りその効果を高めることがで

きることを明 らかにしている(`'}/。森(2005)は 福井大学で取 り組んできた地域と協働

する教員養成のプロジェク トを紹介 し,そ の意義を論考 している。この組織的な取 り

組みは直接サービス ・ラーニングを参照したものではないものの,サ ービス ・ラーニ

ングにおいて要件 となっている反省的思考を学習の柱として位置づけ,地 域 との互恵

関係を重視 していることなどか ら,サ ービス ・ラーニ ングと類似 した方法や理念 をも

つ ものと捉えることがで きる。そこでは探究力や表現力,コ ミュニケーシ欝ン能力な

どの将来の教師に必要な諸能力が身に付いたと結論付けている/1%戸 田 ら(2010)の

サービス ・ラーニングを参照した実践研究は,2006年 度からの4年 間,教 員養成課程

の学部学生が児童養護施設で学習支援活動を行い,そ れを現職の大学院生がサポー ト

するというものである。経年の取 り組みの結果 学部学生の主体的なかかわ りと活動

後の振 り返 り(反 省会)が 重視 されるようになり,「子 どもの内面を洞察する姿勢」

「コミュニケーシ灘ンの大切さへの気付き」が見 られるようになった と報告 されてい

る喘。これらの事例は実際に教育現場に資する活動を行うという点と振 り返 りを膚機

的に展開している点で共通 してお り,コ ミュニケー シ欝ン能力や表現力の資質育成に

膚効であるとしている。筆者が従前に高等学校で行ったサービス ・ラーニングを参照

して行った実践は,高 校生が高齢者施設で高齢者 と交流するとともに,携 帯電話の利

用方法を教え,そ こで明らかになった高齢者に膚益な携帯電話の機瀧 やサービスを通

信事業会社に提案するなどの内容のものである働。実践では,自 己有能感や学ぶ意義

社会や他者 と自己 との繋が りの重要性を感得 した りすることなどにおいて効果が見ら

れた。

本研究では先行研究を踏まえ,日 本の先行研究には見られなかった,教 職学生によ

るサービス ・ラーニングのプログラム作成とその実践 を検討対象とする。具体的には

都立高等学校に設概 された教科 「奉仕」を教員養成課程の学生がサー ビス ・ラーニン

グの方法 と理論を用いて支援するという取 り組みについて,実 践後にインタビューを

行い,① 教員養成にどのような意味をもたらしたか,② 実践途上での困難はどのよう

なものであったか,③ 教職に就いた後の教育方法や教育観にどのような影響を与えて

いるかの三つ(篇 リサーチクエスチ 識ンズ)に 焦点 をあてて分析 し,教 員養成におけ

るサービス ・ラーニングの意義と可能性を見出そうとするものである。実践後への影

響はデューイの霧う 「連続性」を確認するものであ り,コ ープのモデルに即するなら

ば 「試行」が行われているかどうかを吟味するものであ り,実 践が将来(篇 教職)に

影響を及ぼす経験 となっているかどうか,及 ぼしているのならどのような影響を与え
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ているのか等を検証するものである。実践上の困難に関しては,現 実の課題に当事者

として取 り組 むサービス ・ラーニ ングの実践では,困 難に直面することは必然であ

り,そ れを克服する要困を明 らかにすることは今後の同類の実践に資するものと考え

られたため,リ サーチクエスチ灘ンの…つに加えることとした。

講.実 践の概要

4--1.実 践の構造

実践は教育学部の演習として取 り組まれた ものである。演習は3・4年 次の必修科

目であり,各 教員が扱 うテーマを掲げ,学 生が選択する。本演習では社会科 ・公民科

教育や社会参加学習論,社 会構成主義についての研究を進めることが示 されてお り,

通常の学修(文 献輪読)な どとは別に,学 生 自身の 自律的な活動 としてサービス ・

ラーニングにかかわる取 り組みを行い,そ れを文献研究 と結びつけることが推奨され

ている。

実践の展開に際しては,文 献研究 との架橋を前提 とし,コ ープの提唱 した経験学習

のモデルを参照 し,図1の ような学習サイクルを基本に据えた。 また,実 践の途上で

の振 り返 りは,そ れが有機的に行われるために話 し合いだけではなく,ワ ークシー ト

を活用 した。具体的には次のような流れで進められた(図1)。 地域支援コーディネー

タ㈹から実践対象となる学校を紹介 されると,学 生は当該校に連絡 を取 り,カ リキュ

ラムの概要等についての打ち合わせを行 う1)。 次いで当該校 と連携を図 りなが ら,

授業の具体的な内容,方 法 を考案 ・策定する2)。 それを受けて教職大学院の現職学

生などの協力を得ながら模擬実践などを行い,授 業案の有効性を検討する3)。 当該

校 と連携を図 りながら,授 業案 を再作成する4)。 ワークシー トへの記入を行いt各

自の実践前の課題 を明確にした上で,当 該校での実践 に臨む5)。 ワークシー トへの

記入を通 して各自事後の振 り返 りを行い,そ れをもとに学生同士での話 し合いによる

1>高校教員との協議(大学教員・現職学生・地域支援センター等からのアドバイス)

//

2)授業案の作域 ↑ ↓ ↓/

↓

3)模覆護薮蓬7覆馨叢葉{→ ・)授業案の露成 一整茎璽墾lf/

↓

6)振?返 り・→7)ブ イー ドバック

↓

輪 文織

図1学 習サイクル
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大学生:高 校生:

教師としての嚢織獲得 学ぶ意義の感得,欝毘性の獲得・、

∴ 　、 〆∫ ∴ ジ/
繊 とのパ…け ～シ 大学との・餌 トナ鰭
ツプの構築・教育方法 ツプの構築

、教育力のの開発
・耕究材料の確 満烹、㌻鱒 法の獲得等保馨

幾律性 膚能感 関係性

地城:

鐵翻凝 奪構築

図2互 恵的連携関係

振 り返 りを行 う6)。 その内容を当該校教員や大学教 賃,地 域支援 コーデ ィネータ等

にフィー ドバ ックし,関 係者間で再度の振 り返 りの話 し合 いを行う7)。 振 り返 り守

で得 られた知見は次の実践に活用す るとともに.最 終的に論文作成に反映する8)。

2)～7)は 実践の各過程(各 活動)で 繰 り返 される、,

4-2.教 科 「奉仕」 を取り上げる意義

教科 「奉仕」は2001年 に改正された学校教育法 によって社会奉仕体験活動が奨励さ

れたことを受け,東 京都が公立高等学校 に必修科 目として設定 したものである。本実

践でこの教科 「奉仕」をサービス ・ラーニ ングの実践対象として取 り上げた理由は三

つある。

一つは教職志望学生が学校現場と互酬性をもった取 り組みがで きることである。教

科 「奉仕」は,東 京都の教育施策として トップダウンで学校現場に義務づけられたた

め,'}校 現場はどのように実施してよいか困惑 しているという状況があったM。 学校

現場 と学生 ・大学の双方でよりよい教育内谷をk供 しようとする問題意識が共膚され

たとき,両 者の対等性に基づ く互恵的な貢献活動が可能になると考えられた,,そ れは

サービス ・ラーニングの要件の…つである 「現実の必妄性,地 域か らの強い支持 と関

与を増加させる」 ことに遍合するものであ り,教 育実習 との蕉異化を可能とするもの

で もある。3鮫 現場 と学生 ・大学の双方でよりよい教育内谷を提供 しようとする問題

意識が共有されたとき,協 働で解決すべ き課題や タスクが現出 し,両 者の対等性に丑

つ く々1恵的な貢献活動が可能になると想定された。そこではすべての参加者に共逸 し

て構築 される学びと,そ れぞれの参加者が個別に構築する学びが想定 される。また,

サービス ・ラーニングでは個々入が自分 自身で意味 を紡いでい くことを重視する構成
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主義の学習観に立脚 してお り,学 習者の主体性や自発性が鍵になる。そこで本実践で

は自己決定論を理論的に明 らかにしているデシら(EdwardL.E}eciai3dRichardFltaste,

1994)の 内発的動機付けの源泉 一一自律性,有 能感,関 係性 一を参加者に共通 して重視

されるべき要件 として設定するとともに,実 践を通 してそれらが具現化されるように

配慮 し,関 係者にも理解を求めた(図2)(1「y。

二つ目の理出は,体 験的な活動を学習として授業化(瓢 サービス ・ラーニング化)

する際に最適の教材とな り得るか らである。つまり,教 科 「奉仕」には教育的な意義

を見出すことが醇能であるが,他 方で上か らの強制的な 「奉仕」 という側面からもた

される課題や懸念がある。奉仕的な活動が もつ有用性 と危険性を十分に吟味検討 し,

サービス ・ラーニングの知見を取 り入れ学習化することは,サ ービス ・ラーニングの

担い手を育成する上で有益 な教材であ り,そ のことによって学校現場にも貢献するこ

とができると考えられる。

三つ目の理由は教師教育における有用性である。教科 「奉仕」はその解釈 と有 り様

によっては,多 様な関係者と積極的に関わることを通 してよりよい社会の実現のため

行動する資質を育成するプログラムにもな りうる可能性があり,そ のプログラム作成

や実践 に大学生が携わることは,教 師教育の本旨にかなうものと考えられるのである。

4-3.当 該学生の属性ならびに関与者

本研究では2009年 一2011年 在籍学生 とその2年 前の卒業生(2007年 一200鱗 三在籍学

生)に インタビューを行った。両年度の学生は異 なった学校で異なった授業案 を作成,

実践 したが,当 該校 と大学生が直接連携 し,教 科 「奉仕」のプログラムを作成 し,授

業内容の策定,実 施 した という点で同じ構造をもつ実践である。以下は主な調査対象

となった2009年 一20U年 在籍学生の属性な らびに実践の概要である。

匠籍聾璽函
性別:男 性2入 女性7人

(卒業後の進路:小 学校教諭5名 中学校講師3名 小学校講師 ユ名)

授業:教 育学部演習

主な支援者:地 域 支援コーディネータ1名

教職大学院 ・現職学生2名(申 学経験年数20年,高 校経験年数16年)

活動先:都 立高校i学 年7ク ラス(教 科 「奉仕」担当教員2名)

活動期問:2009年9月 ～2010年3月(授 業 日数iOlヨ,各H2～4時 間連続で担当)

活動内容:表 三参照
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表1活 動内容 と学生の役割

活動内容

ま.オ リエ ンテーシ灘ン

2.奉 仕 とは何か(グ ループワーク)

3.防 災 体験 事前指導(阪 神 淡路大震

災の経験か ら)

4.A班)実 習,災 害援助救助活動体験

5.炊 き出 し体験

6.施 設訪問事前指導

施設訪 問(幼 稚園,小 学校,特 別

支援学校な ど)

8.施 設訪闇の振 り返 り

発 表会準備(発 表会 訪問先 ごと

に当該高校生 が学 んだことを学年

集会で発表)

IO.高 校 生によるプレゼ ンテーシasン

大学生によるプレゼ ンテーシ欝ン

クラスごとの振 り返 り

学生の役割

各クラスで授業 を担 当(自 己紹介,プ レゼ ンテー

シ露ン)

各 クラスで 授 業 を担 当(プ レゼ ンテーシ遡ン,

ファシリテーシ翼ン)

各 クラスで 授 業 を担 当(プ レゼ ンテーシ欝ン,

フ ァシリテーシ弱ン)

体 験補助

体験補助

ファシリテーシ翼ン)

帯 同,支 援

ファシリテーシ欝ン)

各 クラスで 授 業 を担 轟(プ レゼ ンテーシ藷ン,

各 クラスで授 業 を担 当(プ レゼ ンテーシ預ン,

各 クラスで準備を支援

担当クラスの発表を支援(学 年集会)

プ レゼ ンテーシ鷺ン(学 年集会)

各 クラスで授業を担当(フ ァシリテーシ欝ン)

介,プ レ ゼ ンテ ー

…

ゼ ンテ ー シ 遡 ン,

ゼ ンテ ー シ 欝 ン,

ゼ ンテ ー シ 藷 ン,

ゼ ン テ ー シ 預 ン,

集 会)

)

リテ ー シ 欝 ン)

大学生が構想 ・実施 したサービス・ラーニ ングの知見からの主な活動

教科等 との連携

各活動の事前学習等において,教 科の学習内容 との関連付けが企図された。例えば

活動内容2で は,高 校生に 「作る/直 す/み せる/示 す/遊 ぶ/教 える/集 める/一

緒に～する」などの動詞 を挙げさせていきながら,「 どんな活動ができるか」を考え

させた。その際 各 グループに入った大学生は意識的に小学校～高校までの教科の学

習内容や クラブ活動などを想起するような活動を展開した。高校生は 「入に教える」

「表現する」などのカテゴリーをつ くり,音 楽や数学,家 庭科 と関連づけていった。

その他,活 動内容3,4で は保健体育,活 動内容8で は公民科 との関連付けが行われた。

体験の振 り返 りを含むプログラム

サー ビス ・ラーニングの実践などを参照 し,事 前学習,事 後学習の場面で高校生同

士の相互協力関係によってグループで課題 を解決 してい く活動 を考案 ・実践 した。 ま

た,振 り返 りワークシー トを作成し,他 の資料とともにポー トフォリオ化 させる試み

を行った。

批判的検討の場0)設 定
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社会科教育の視座から,現 状を建設的に批判 し,改 善していく活動を取 り入れた。

例えば,学 習活動3の 防災訓練の方法や設備に関する学習では,学 校で定期的に行わ

れている防災訓練の改善点について協議する機会を設けた。学習活動10で は 「次の学

年のための よりよい奉仕 を考えよう」を最後の活動テーマとした。高校生は一趣 の活

動 を振 り返るとともに,高 校生 自身による次年度のための年間活動計蘭案が作成さ

れ,意 見交流が図 られた。

医墜越 趣 璽璽(A4彊 ページ)
葉。実践の分析

支援内容の分析,当 該高校1学 年全生徒,各 クラス担任,地 域支援コーデ ィネー

タへのアンケー ト調査の分析などをもとに実践の成果と課題について検討が行わ

れた。

2.理 論研究

他者貢献の意味や意義についてノディングス,ロ ジャーハー ト,ア ダム・ス ミス

等か らの考察,内 発性 と奉仕の関係について ド・シャームなどか らの検討が行わ

れた。

5.研 究の方法

5-1.イ ンタビューの方法 と対象

インタビューに際 しては事前に自由回答形式の質問内容を電子 メールで知らせた。

また,イ ンタビューが今後の詞種の活動や大学教育をよりよいものにするために行 う

ことと,批 判や否定的な内容 についても遠慮 なく語ってほ しい旨を伝 えた。インタ

ビューは半構造化面接の形式(一 部は電話による)で 行った。

グループ 達 上記実践を行った大学生に対するインタビュー。卒業前の201!年3月 に

行い,一 人あた り約60分 の時間を要 した,、分析の途上において,具 体例が必要と思わ

れるものについては電話で追加のインタビューを行った。

グループ2L記 大学生9名 のうち5名 に対 して,20!!年10月 に対 面によるインタ

ビューを行った。対象は,小 学校教諭3名,小 学校講師1名,中 学校講師!名 で 一入

あた り約20分 を要 した。

グループ32007-2009年 度に類似 したサービス ・ラーニングの取 り組みを行った7

名の卒業生のうち3名 に対 してグループインタビューを行った。対象は中学校社会科

教諭(経 験年数約3年),特 別支援学校教諭(同3年),大 学院生(教 員志望,講 師経

験)の3名 で2011年2月 に実施 した。所要時問は約90分 であった。

5-2.分 析の方法

本研究では分析の手法が確立 されてお り,質 的な研究で多 く使 われているM-GTA
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表2分 析 ワークシー ト例

厩念名

定義 ・概要

ヴ ァ リエ ー シ 罰 ン

灘論 メモ

振 り返りとして有益

振 り返 りとは,自 らの知識や体験,感 情 などを見つめ,意 味 を構築す

るプロセスのこと。ここではゼ ミ論文の執筆活動が実践の振 り返 りと

してどのような意味や意義 をもたらしたか,そ れについて学生が得た

実感。

・大 きなもの(高 校 での実践)が もうあったので,そ れをしっか りと

冷静 に捉 えたい 〈研究的に実践 を捉 えようとする意欲〉

・経験 して,感 じたことから研究 につなげることができ,新 たな発見

などがあった 〈論文作成による実践の研究化〉

・(実践で)得 た土台があった(あ ったから書 けた)〈論文作成の材料

となる存在〉

・(ゼ ミ論 を通 して)理 論的に学べ ば学ぶほ ど,私 たちがやってきたこ

とは間違 いじゃなかったんだなとい うことが分 かった 〈理 論 による実

賎の価値付け〉

・中途半端 のものでな くしっか りとした形で残 したい 〈活動 した軌跡

の証明〉

・将来社 会の役に立つことを信 じ,ゼ ミ生一丸 となって取 り組 んでい

るという実感があった く実賎の膚用性の確信〉

・(実践が)あ ったか らできたとい うところはある 〈論文作成の動機〉

弓司 じ日のことを書 くので も,撒 によって考え方 や捉 え方が違ってい

たということも感 じたので,最 終 的 にはその積 み重 ねが一 つの軸 に

なった 〈論文作成による自身の実践の捉え方の再構築〉

・「理論的に物事を捉 えるカや文章能力が徐々について くると議論 も白

熱 して深い ところに触 れるものとなっていった」…ゼ ミ論文の取 り組み

による思考力や表現力の高 まり(ス キルア ップ)?

・単位化 されていないことへの捉 えは?

(修正版グランデ ッド・セオリー/ア プローチ)の 方法 を参照 して分析することとし

た。M-・GTAは 時系列に沿ったプロセスの研究や共通項の抽 出に膚効 とされ,実 践前

後の変化の様 子を捉える本研究に適しているもの と考えられる1圭%

作業の手順は以下のようである。まずICレ コーダーに記録されたインタビューから

逐語録を作成した。その後,テ キス トを前述の本研究のリサーチクエスチョンズの①

「教員養成 にどのような意昧をもた らしたか」(グループ!:高 校での実践①一1と論

文作成にかかわる部分①一2を分けて考察),② 「教職に就いた後の教育方法や教育観

にどのような影響 を与 えているか」(グループ1、 グループ2)を 分析 の対象 として

絞 り込んだ。また①の分析の途 上で 「困難をいかに乗 り越えたか」が重要なテーマと

して浮上 してきたために③ として 「困難を乗 り越 える要因は何か」(グループ2、 グ

ループ3)を 新たな分析の枠紐みとして追加することにした。

分析では,ま ず逐語 録からポイントになる語 りに対 してコー ド名 をつけ(ラ ベル

化),そ れをM-GTAで 一般 的に用いられている 「分析 ワークシー ト」を使い,類 似 し

た事項を具体例 として集め,概 念を生成 した(表2)。 その後,概 念ごとの相互の関
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連を整理 し,上 記4つ のテーマごとに結果図 を作成 し(図3),4つ の結果図(① 一

ユ,① 一2,③,④)を 比較 しつつ,そ れぞれの結果図についてのス トーリーライン

を作成 した。分析は筆者とともに同様の作業を別の2名(大 学院生,小 学校教員)に

も依頼 し,協 議を行った。

プwセ スの一端 として,高 等学校での実践にかかわる部分(① 一1,図3)が 生成

された経緯 を説明する(以 下図3に 則 し 《》カテゴリー,熱 概念 〈〉ラベル,「 」

生データとする)。逐語録 には 「最後 まで全員が関わってやるということの達成感を

得 られた」 といった記述が散見 された。このデータの うち 「達成感 を得 られた」は

〈達成感を得た体験〉とラベル化 され(コ ー ド名の付与),そ の要因と考えられる 「最

後まで全貝が関わってやる」は 〈全員でのかかわり〉とラベル化された。 また 「次第

に授業本番を楽 しめるようにな りました」は 〈楽 しくなってきた授業〉 とラベル化 さ

れ,1み えて きたや りがい1と 概念化 された。それらは最終的に 《充実 ・達成感》 と

いうカテゴリーに収束した。〈全員でのかかわ り〉は,1多 くの人とのかかわ り1へ と

統合 され,1貢 献できているという実劇1や り遂げているという実感1な どとともに

《充実 ・達成感》の根拠 となった。各概念の定義や具体例は表3に 示 した。

実践麟のイメ～ジ 変化の鍛鎚 実践後の変化

倉9

続実櫨成醸》

1翼献できている

という衡鍼
A

9

1多くの入とのか

かわ明

1や り遂1ダて

いる という実感1

諭

1み えてきたや りがい1

実践が始談ってからの印象

/》

}}

＼ン

《意義の感得》

1教鰍 じぐ曜 翻

く槻購唯断力〉〈ま/l嶽測薄 力/

緻 鰍)よ さへの気イ・重き1

〈理惣の教鰍 象〉

1撚 轍 観

〈{鑑多量とび)ニコミニL.鵬ケ ー・シ 冠 ン〆〉

◇

隅
鍛
後

ま
で

や
鱒
騰
す

こ
と

が

で
懸

た
麟

《》はカテ甥 一、Ell隷 翠1念 く〉ラベル

図3結 果図例 教員養成にどのような意味をもた らしたか(高 校での実践)

一59一



教師教育におけるサービヌー ラーニングの貯能性

No 概念孤

蓋.

経験の欠

如

慧.

.宿 川 .の

久 女il

3.

・入 ・入

の 玉、任 の

戴 さ

4.

i。1校との

連 携 の 誰

しさ

δ.

一 圃

6.

他の活動

や勉強と

の爾立

蜘獣でき

ていると

いう集感

7.

やり遂げ

ていると

いう天感

8.

多くの入

とのかか

わり

定 義

授 業 を 人践する段 階 に

なって,経 験や準備不足

にメく力野寸くこと。

指導法 を学んだことがな
い等 「ぶ什」の指 蘇技術

や籍誠が欠如 していると

の不女を掘くこど,

表3概 念 リス ト

具 体 例

実 賑 や る こ とが 決 ま る と,A?,校 に 婦 けて の{台 が な くて,

霜 に 夢縁 りだ った 。 「穆 を 伝 え られ る ん だ ろ一,,で もや らな

きゃ一 、」 っ て 編 々 と して い ま した。(!1)

ゼ ミで 杉 苛 した と きは 怠 我 の あ る 「芳 仕 」 を実 銭 す る 臼右

が あ った の です が,夷 際 始 ま る とボ ラ ンテ ィア の 導 門 ざ で

もな い 白分 た ちが 張 天 を して も良 い もの なの か,と い う疑

}rtlがで て きま した 。(G1)
一一・1二全 ク ラス の 蓑 棄 を担 プ ラ ンは み ん なで 練 り ま したが ,援 業 を ど うや っ て 繋 ぐか

の 玉、任 の 当 こ とや 斎 目 に 餌hク ラ は 各 クラ ス に任 され て い た ので,擁 哲 で ど うや っ て 善そ う

スがあることへの鷺圧。

浦校の要望 と自分たちが

考えた綬 震プランとのす

りイヨわせに幽惑 した状況

のこと。

ゼミでの取組 とクラブ活

動,バ イト,教 採 試験 の

マニ備 などのやりくりにつ
いて悩んでいること。

i∫校生に訟味のある活劫

を行 えているのではない

かとの牢感が生 まれてき

ていること。

叔業プランや実践が回校

生から受け入れられ巨嘗

を深めてきている状態。

多 くの人によって支 えら

れていることへの感謝 や

かかわりの 人切さを感尋

するようになったこと,

き
、

き

カ

て

り

え

や

み

た

い

駄

「牢仕」に携わるぶ瞭を

ll分 たナの㌃びと擁校生
の牛びの双方から見出す

ようになってきた状況。

10.

!1。

教締のよ

付豊_

指 導技 袖!2
.

で

す

一

ま

通

掃

ゆ聡

り

,

4

つ

ボ購

ゆ
へ

㌦
13

きた臼賑

イllilEgjへの14
. 感 謝

理想の教
蒲.師 像の獲

得

応用力や柔軟性 など敦師

にもとめられる資質が 身

に付 いてきているとノξ感

す る こ と、、

の よ 担 ㍉筏員の宴から,教 師
の式 の仕 罫の艮さを発 巳した

り,掬 確 恩す る こ と,,

鳥 校 生 との コ ミュ ニ ケー

技術 シ潔ン等の指 辱技術が身
に付いたと笈感 している

様 予、,

まで 園難を乗 り越え,最 後 ま

通す で ゃ り遂 げ た こ とよっ て,
がで 充亮感を感得するように

臼信 な っ た こ と。

へ の 様々な困礁を仲間と支え

合いながら乗 り越えるこ

とが で きた とい う.メ:感。

短校生のために尽 くす教
の教 師の垂に尊敏の念を抱 く
の獲 と と も に,教 師 と しての

理 想 像 を 見;Lす ように

な った こ と。

か一一一一人 で考 え るの が 下 い時 もあ りま した 。(A!)

糖灘総撚糖繍
人 変だ った こ とは 人']t3i・ とい う こ とで,一 ・入 ひ と りが磁 織

や クラ ブの1}・・心 と して 動 い てい る 申 で,ど うや って 時 婦 の

や り く りをす るか で した。 ゼ ミも ク ラブ と 掃 じく らい の 時

再 が必 要 で した、,①1)

説,越 を しっか りと 把 抜 した う えで 取 り組 ん だ時 に,}」 舷 生

に とっ て も醤 か し らの 息 瞭 の あ る 影 綿 を 与 え られ た ん じゃ

な いか とい う,価 値 濡 だ っ た ん じゃな い か な と 思 え る よ う

に な って き ま した。(B/)

だ ん だん 興 味 を 持 って くれ て きた の か,後 半 で はBil-jい て

や」 の 指 示 一 つ で 教{の し式 が 変 わ る こ と を 肌 で 感 じる く

らい,生 徒 達 と一一定 のiN係 は作 れ て きた よ うに 思 う、,(Cヱ)

い ろん な入 とのR.1.1会 い」 は 期轡 以 上 の 宝物 に な りま した。

U先 生 やK九 花,Kさ ん との 。」嚇 的 な 羨 会 い を か み しめ る と

共 に,こ れ か らの 出 会 い も大 切 に して い こ う と 強 く感 じ ま

した 。(E!)

継 続 して 入 る こ とで 生 徒 との 関 係 も築 くこ とが で き,次 第

に援 博本 脅 を楽 しめ る よ う にな りま した 。生 徒 の 発 表 で は,

,LLi方 の 「よ くあ そ こ までll来 た」 との)を 聞 い て,改 め

て ノ1.往達 の可 能性 の大 き さ を講、感 しま した 。(Ai)

臨羽 瞬 口 池 っ た り,ち ょっ との 選 択 の 心 い で 介 軌 違 う 方 岡

にい っ た りとか 大 変 は 大 変 で したが,全 てが{`麟 趨 り じゃ

な か っ た 分,応 用 力 とか 舞 歓性 とい う部 分 で は,何 が きて

も大 丈夫 とい う感 じで,強 くな ♪た 気 が します 。(F!)

生 き生 き と括 劫 され て い る 印 象が とて も強 く残 っ て い ます 、

S先 熱,U先 律 と もに 臓ぺ1徽 師 と して勤 め られ て い る の に,

とて も宥 々 しい指 熱 を感 じて い ま した。(Dl)

戸 か け の 什 方,授 業 に メリハ リを 持 た せ る ズ の 出 し 方 の 使

い 分 け を ず び ま した 。 生 徒 との ふ れあ い の 申 で つ られ た ほ

校 生 観 は,教 勃 裁1で とて も役 に た ち ま した 。(Bl)

自 か の 人 生 が 変 わ る く らい に 艮 い 経 験 を させ て 貰 った と

思 って い ます 。 あ が り症 だ っ た 私 は,lll:前 まで.正 匿 逃 げ

た くて 仕 方 な か った こ とを 患 い 出 す と笑 い た くな ります。

「や って み る」こ との 大 切 さ を想 る こ とが で きま した、,壌!)

み ん な 部 活 や バ イ トがあ る 中 で,遠 くか ら麺 学 してい る 中

で こ こ まで 支 え 合 い なが ら,自 分 だ けで は な くみ ん な も 二

しい,扇 音 をは け な い と 患 い 頑 張 る こ とが で きだ,ゼ ミの
一…・員 で 本'iGに 良 か っ た な と心 か ら思 い ます

。(G1)

生縫 の ため に 走 りぬ く2人 の 先 イ1がい らっ しゃ って,こ のii

較 は 恵 まれ て い る な あ と心 か ら思 う。 生 徒 もそ れ を 見 破 る

ん だ ろ うな とい う こ と も感 じ取 っ た 私 に とっ て 辱 ㌧に 理

想 の 先 號 像 とい う感 じです 。 私 もflき 生 き と,誇 らLv姿

でf'ど もた ち の ため に働 きた い。(bl)

(A～1は}例,翌 は グ ルー プ!を 示 す)
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6.分 析の結果

6-1.教 員養成にどのような意味をもたらしたか(グ ループ の

高校での実践について(① 一一1)

学生は教科 「奉仕」の授業を担当することについて,〈 自らが受けたことのない授

業〉で 〈ほとんど素人〉であ り,指 導法などについて 〈学んだことがない〉授業であ

ることから,畿 験の欠如1や 陣 門性の欠如1と いった 《不安や戸惑い》を感 じな

が ら,支 援に取 り組み始めていた。実践が始 まると,す べての学生が 《想像以上の困

難》があったと捉 えていた。その具体的な内容を見ると,一 つは 〈準備の時間をつ く

りだすための苦労〉について多 く語 られている。これは,通 常の演習が週1回 である

ものの,そ れ以外 に多くの打ち合わせ を学生 自身によって行わなければならなかった

ことが背景にあった。1他 の活動や勉強 との両立1を どのようにしてい くかで葛藤 し

ていたのである。また,「 中盤になって くるにつれて高校側の要望と自分たちの考え

を合わせることが大変だと感 じました」等の1高 校 との連携の難しさ1に かかわる言

及や,「 プランはみんなで練 りましたが,授 業をどうやって繋 ぐかは各 クラスに任 さ

れていたので,本 番でどうやって話そうか一人で考えるのが辛い時もありました」等

の 〈綱入の裁量の大 きさ〉か ら生 じる1… 人一入の責任の重さ1へ の 《不安や戸惑い》

が見られ、た。

こうした 《不安や戸惑い》や 《想像以上の困難》は,し だいに実践の 《意義の感得》

とともに 《充実 ・達成感》へ と繋がっていった。《充実 ・達成感》の内実は,実 際 に

高校現場に1貢 献できているという実感1や1や り遂げることがで きているという実

感1に よってもたらされている。それは く取 り組みの先駆性への自覚〉や 〈伝えるこ

との大切 さの 自覚〉〈伝 わったことの嬉 しさ〉〈工夫する面白さの感得〉などの1み え

て きたや りがい1が 要因となっている,,ま た 「私たちも生徒 と同様に人とのつなが り

の大切さを実感 しました」 といった記録か らは,支 援を通 じて出会った 移 くの入と

のかかわ り1も 充実感に繋がっていることが分かった。

《意義の感得》としてあげ られた事項は三つに分類す ることができた。一つ 臼は 轍

師 としての資鱒 にかかわる部分で,「 瞬時に状況を見て判断することが前より自然

にできるようになった」「全てが計画通 りじゃなかった分,応 用力 とか柔軟性 という

部分では,何 がきて も大丈夫」等 く状況判断力〉や 〈場面対応力〉が身についたと捉

えている。二つ 目は 轍 師のよさへの気付 き1に かかわる発言である。「私にとって

本当に理想の先生像 という感 じです。私 も生き生 きと,誇 らしい姿で子どもたちのた

めに働 きたいです」など嶺該校教員の姿から,理 想の教師像を学んでいった様子が分

かった。三つ目は 「声かけの仕方,授 業にメリハ リを持たせる声の出 し方の使い分け

を学びました」などの1指 導技術1に かかわる部分で,そ れらは く教育実習やイン
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ターンシップで活用〉できるものであった と捉えている。

論文作成について(① 一2)

論文作成はその途上 において,《 困難》 と 《意義の認識》の二つの基軸の間で多 く

の葛藤を生み,そ れ らを紳問同士で支 え合いながら共同論文として仕上げていったこ

とが分かった。《困難》については,〈 論理的に書 くことの難 しさ〉などの 畿 験の欠

如1と,連 携や内容のす り合わせなど共同論文として1共 同作成することの難しさ1

の二つに分類することができた。そうした状況の下で 「何回もの長時間の話 し合いを

したこと。なんで,こ こまで しないといけないのか」など,〈限界 を超える困難〉で

あったと捉えていた。

論文を書いたことの 《意義の認識》については,お よそ三つの事項に分類すること

ができた。一つ目は 〈活動 した軌跡の証明〉〈論文作成による実践の研究化〉など 蘇

り返 りとして膚益1だ ったと捉 えていることである(表2)。 それは 「大 きなもの(高

校での実践)が もうあったので,そ れをしっか りと冷静に捉 えたい」といった 〈実践

を捉え直そ うとする意欲〉の発露 として生 まれたものであった。二つmは 甑 間的な

成長1に かかわる記録であり,〈妥協 しないことの大切 さ〉〈協力 して一一一一・つのことをや

り遂げる達成感〉〈辛 さに負けないことでの成果〉などへの学びや成長があったと捉

えている。三つ 鷺は論文を書 くこと自体 によって もたらされる 〈表現力〉や 〈思考

力〉,〈問題探究能力〉などの開発に意義があったと捉 えていることである。一方で

「学問的な土台ができたというよりも,入 生の土台をつ くったような気がす る」との

発言 もあ り,困 難を乗 り越 える過程で身に付 いた1入 間的な成長1へ の寄与が大 き

かった様子もみられた。

6-2.困 難 を乗 り越 える要因は何 か(グ ループ の(②)

困難克服に関する言及は 《逃げたいという気持ちへの歯止め》 と 《や り遂げたいと

の思い》の二つに分類することができた。前者はやや受け身の要因であ り,後 者はよ

り能動的に困難を克服 しようとする意志であった。《逃げたい という気持 ちのへの歯

1ヒめ》については,1一 人・一一一入の責任 の重さ1が 鍵 となってお り,主 に高校での実践

について語 られた。実際に学生は当該1;1には1学 年すべてのクラスの授業を任 されて

お り,〈個入の裁量の大きさ〉などが歯止めの要因となっていた。《や り遂げたいとの

思い》は,主 に論文作成にかかわる濡及であった。「理論的に学べば学ぶほ ど,私 た

ちがやって きたことは問違い じゃなかった」など論文作成の過程で実践の意義の 〈理

論化による確認〉が行われ,そ うした 臆 義の感得1に よって 《や り遂げたいとの思

い》を強めていったことが分かった。…方で 「大変 さの前に意義を失いそうになった」

など,〈困難と意義の問での葛藤〉があった。

《逃 げたいという気持ちへの歯 止め》《や り遂げたいとの思い》はいずれも1伸 闘

の存在1と1周 りからの期待や信頼1が 重要な影響を与えていた。1仲間の存在1と は,
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「みんながいたから乗 り越 えられた」「自分 だけではなくみんなも苦 しい,弱 音 をは

けない」に見 られるように,〈共に挑戦 している伸聞の姿〉を示唆 している。同様に,

受け入れ先高校の教員,地 域支援 コーディネー タ,大 学教員など多 くの関係者が期待

を寄せていることが 〈周 りか らの期待や信 頼〉に応 えようとする意欲 として表出 さ

れ,《 逃げたいという気持 ちへの歯止め》 と 《や り遂げたいとの思い》の両方に影響

を与えていた、また,教 職大学院在籍の現職学生や地域支援 コーデ ィネータか らの露

葉かけなど,1胴 りからの期待や信頼1に 関連して,「 これはすごい取組みだよという

ことを誘ってくださって,意 識づけになった」などの1他 者からの活動の価値付け1

が重要な意味をもっていた。

6-3.教 職に就いた後の教育方法や教育観にどのような影響 を与えているか(③)

匿塵癒 塑巫痙(グ妊 プ羽
在学中の経験 を 《貴重な経験》 として振 り返 り,《入間的な成長》に寄与 したと捉

えていた。実践で行った授業内容や方法 については,現 場での1活 用の見通 し1を

もっているものの,実 際に 〈現場で活用するには至っていない〉にとどまっていた。

《貴重な経験》であったとの認識は全員の記録から読み取ることがで きた。これは

在学 中(グ ループ1)の インタビューでは強調 されていなかったもので,〈教 師 とい

う立場での認識の深 まり〉があるもの と考えられる。その理由として,新 しい教育内

容 に大学生という立場であ りなが ら 賠 事者としての関わり1が できたことを挙げて

いる。教師になった立場か ら 観 場の実態1と して 「学校現場は斬新 さよりも定番を

求めている」と捉えてお り,そ うした状況において 「補佐ではな く主導する頒湯とし

て授業を0か らつ くらせてもらえた」等1当 事者としての関わ 嚇 がli∫能となoた 意

義を実感とともに理解するようになっていた。 また 「大学生だか ら学校現場の葛藤が

分か らず,理 想の内容で実施することができた」 との認識 もみ られた。このように

く大学生だか らこそで きた〉のは体験活動先の 髄 当教員の理解 と協力1が あったか

らであるとして,当 該校ならびに当該教員に対する 〈感謝の念の深 まり〉があること

が分かった。

《入間的な成長》について も多 くが語 られていた。それらは1最 後までやりきる粘

り強さ冨 チームプレイの重要 さ1に 分類することができ,グ ループiに おける記録

と同様の内容をもつものであった。「一・度引 き受けたことを責任 もって最後 までやる

ことを経験できたから,仕 事 もそうやって考えられる」等の記録からは,学 校現場に

おいて 〈困難を取 り越えた経験の想起〉をし,与 えられた責任を全うしようとしてい

る様子を伺うことができた。

また 「外 発的動機づけを内発的動機づけに変えてい くプロセスはいつ も考 えるか

ら,そ れは大学時代の経験で身に付いたもので,サ ービス ・ラーニ ングを思い出す」

「目の前の生徒の様子によってやることを変えるっていうのも(大 学時代に)や った
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ことがあるからどうにかこうにか対応 させて もらえている」などの在学 中の経験 を

〈活用しようとしている姿勢〉がみられた。一方で 「学校は総合(総 合的な学習の時

間)の 研究をしているところだか ら,や った内容 を活か してい きたいけど,ま だまだ

活かすことがで きていない」「教師は授業で勝負のはずが,そ こにカ を注げる時間が

少な過ぎて臼分でもびっくりしました」等の 〈余裕がない現場〉 といった1現 場の実

鱒 から,実 践 した内容の1活 用の見通 し1に 留 まっていることが分かった。

亟懸 験聾 の墜 生(グルニ牙釧
グループ3で は,グ ループ2と 異な り自分 たちが大学時代 に行った実践の経験の

《現場での応用》を図ってお り,サ ービス ・ラーニングの 《担い手としての可能性》

を見せていた,,一 入の卒業生は中学校の現場で職場体験を担当 した際に 「事前学習 一

体験 一事後学葦馴 といった 〈学習サ イクルや振 り返 りの活用〉など1指 導方法への活

用1を 図っていた。特別支援学校勤務の卒業生は,ボ ランティアの受け入れ担 当と

なってお り,「体験学習 を体験 で終わらせない ような真の学 びというのを意識 してい

ます」など,〈体験を学習化 しようとする意識〉をもち,《担い手 として0)可 能性》が

現実化 している状況があった。

また,現 場教員になった立場 として 「大学の研究グループが調査に入るだけで気が

重かったのに,よ く授業までさせてもらった」など教職歴半年のグループ2と 岡様に

〈実践の難しさ〉がある 親 場の実態1に おいて,実 賎ができたことに対 し,当 時の

1担当教員の理解 と協力1へ の 〈感謝の念の深まり〉がみ られた。また大学担当教員

についての言及 もあ り 「支援をしても支配 しなかった」など,《現場での応用》 とし

て 〈教員のあ り方への気づ き〉 もみ られた。これ らは一定程度教職経験 を経たことか

ら,よ り1指 導者の側にたった認識1を もったことによるものと考えられる。

《教職経験か らの実践の捉え》については,鯵 加者で課題意識の共橿 が重要で

あったと振 り返ってお り,特 にそれはゼミのメンバーだけではな く現場教員や地域支

援 コーディネータなど多 くの入との 〈共通の思いでの取 り紐み〉であったことの重要

性 を指摘 している。一・方で 「実際にやってみて,変 えられないけど何か しら現場に新

しいことを提供で きたと思います」 との 《教職経験 からの実践の捉え》か らは,牒

践の限界1と して 〈現場 を変えるには至 らない〉ものの1新 しいものを提供1で きた

のではないかとの認識 をもっていた。論文作成については,1高 校での実践よりも困

難1で あったと振 り返 り,そ の要閃として 〈取 り組む時問の欠如〉や 〈全員で…つの

形にすることの難 しさ〉などをあげた。

ア.考 察

先行研究において共遜 して獲得されたコミュニケーシ翼ンにかかわる能力は,本 研

究 においても状況判 断力や場 面対応力 として析出された。こうした能力は,サ ービ
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ス ・ラーニ ングの実践が もつ現実の場面での切実なかかわりによって育 まれてお り,

参加者が主体性をもって現実の状況に対応 していったことでコミュニケーシ繋ンにか

かわる資質一デューイの言 う 「相 ぼ作用」を生んでいったものと考えられる。

教職への影響については,次 の三つが明らかになった。第一は体験学習の指導方法

の習得についてである。教職3年 目の卒業生については,自 らの経験 した方法や理念

を自校での取 り組みに活用 していたが,教 職半年の卒業生では,活 用を意識 している

ものの実際の活用は今後の課題であるとの認識に留まっている。こうしたことから教

職での具体的な授業場 面への活用には一定の教職経験が必要であるということができ

る,,第 二に教職年数の多寡に関係なく,教 職についたことで,在 学中とは異なった立

場か ら自分たちの実践 を振 り返っている。それは学生時代の得難い体験への気付 きと

感謝である。サービス ・ラーニングの授業を構想,実 践 した経験者をもつ卒業生(教

員)は,自 らがその意義 を感得 し,恩 恵を受けていることから,将 来のサービス ・ラー

ニングの学校現場における担い手になることが期待される、、第三に教職半年の卒業生

の中に,在 学申のサービス ・ラーニングの困難を乗 り越えた経験を想起 し,与 えたれ

た責任を全うしようとするなど現場での困難を克服しようとしている姿がみ られたこ

とである。

本研究では共詞作成論文作成の有効性 についても検討を加 えた。そこでは論 文作成

自体が もた らす表現力や思考力の向上,さ らには協働的な活動によって行われること

で入間的な成長にも寄与 していたことが確認された。コープの経験学轡モデルに即す

るならば,経 験の 「概念化」にとって有効であるとともに,次 のプロセスである 「試

行」として,教 職に就いた後の実践や態度変容に連なる契機になるものと考えられる。

その意昧では論文作成はエッセイ,話 し合い等の一般に行われている振 り返 りの方法

にくらべて研究的 ・探究的な視座をもつ高次の反省的思考の方法であるということが

で きよう。そこでは省察への意欲や省察によって有意昧性 を見出す ことがで きる経験

の質が重要になるもの と考え られる。

本研究では困難を乗 り越える要因にも焦点を当てた。困難を乗 り越 える要因は,一

入一入が当事者として重い責任を担ってお り,そ れに対 して周囲からの期待や信頼が

寄せ られ,自 分たちが行っていることの意義を関係者から価値付けられることが重要

であった。本実践か ら析出された 「一一入一人の責任の重 さ」や 「当事者としての関わ

り」「周 りか らの期待や信頼」「参加 者間での課題意識の共膚」などの要素 は,デ シ

(}EdwardL.Deci)ら が人問的な成長や内発性 との関連 において言及する自律性,有

能感,関 係性 との共通性 を見出すことがで き,「 自律的な自己調整能力を伸 ばす機会

をもつことによって深い他者 との関係をもつ」と指摘 していることにも符合するもの

である葡。
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$.研 究 の課題

本実践が可能となったのは,教 科 「奉仕」のような学校現場が必ずしも望んでいな

い教育内容に関 して,そ れを再解釈 し,よ りよい教育を提供 しようとする現場教師の

存在に支えられたか らである、,同時に大学の行うサービス ・ラーニングへの理解と協

力が不可欠であった。モデルとなるような教師との出会いは必ず しも意図することが

できないものである。 こうした連携関係の構築は容易ではないが,今 後の連携の強化

や拡が りのためには,有 益な実践が積み重ねられ,そ の成果が交換 されることが重要

であろう,、

今後の研究上の課題は第…は本研究で明らかになったチームワークによる困難の克

服に関する研究である、,チームワークのあ り方についての先行研究を検証 し,そ の成

果を援用 し,サ ー ビス ・ラーニングの実践の質的向上 を図ることである。第二は口米

の教育的土壌の相違を前提 として米国の教師教育におけるサービス ・ラーニングの成

果と課題を参照 した り,意 見交流したりするなどして,研 究の国際比較を行うことで

ある。策三に,教 職大学院における現職学生やその教育 との連携のあり方についても

今度の研究の課題 としたい。
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付 記

本 研 究 は,挑 戦 的 萌 芽 研 究 「社 会 科 教 師 教 育 に お け る サ ー ビ ス ・ラ ー ニ ン グ の 活 用 」

(平 成23年 度 ～25年 度)研 究 代 表 唐 木 孝青志,研 究 分 担 者 倉 本 哲,男,宮 崎 猛 に よ る 助 成

に よ っ て 行 わ れ た も の で あ る 。

ま た,本 研 究 の 要 旨 は"Theel"fectiveiaesso'fSe}viceLearniiigpracticefbrteacher
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fnte]"y7aX'iondi/Soela/Stz・tcYlesyro/.2,八ffo.2(20蓋2)に 掲 載 さ れ て い る 。
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 Potential  ^ Service  Learning  Introduced  into  Teacher  Education  ^ Support  ^ New  Subject  m^mr for  o High  School  ^'Tokyo

]^^^^KX^^^^^^Service Learning Introduced into Teacher

Education By Support of New Subject "HOUSHI"

for a High School in Tokyo

Takeshi M ^^^^^^X 

This study presented practices based on Service Learning that gave pre-service teachers ideas 

about the significance of Service Learning and the challenges that exist. They made lesson plans 

for "Houshi" (=Service) and conducted them in a high school in Tokyo's public school system. 

Service Learning is one of the effective methods in which students improve their academic 

learning and develop social and civic skills through structured service activities that meet the 

needs of the community. Service Learning was introduced to Japan in the 1990o^ Educators in 

japan are interested in the application of Service Learning in grades K'|z, and also in some 

collcgcv and universities in japan. However, /hc introduction of Service Learning into teacher 

education programs is relatively new in Japan. 

The study particularly focuses on these three questions: (1) What impact does the project have 

on teacher development?; (2) What challenges exist in overcoming the difficulties in the ongo-

                                                                   ing Service Learning project?; (3) What are the positive results of the experience? According to 

^h^x^ud^ioondc,^b,thiopm^mmm,uccccd.i^isimponun/fb,/hrumdcn/ombc^ivuoospon' 

aibi|dir,,^uundcmmoduocia|undoduou/iono|va\uox,nudmd^vr|opospi,i^oF^cmmnn,^^Thc 

introduction of Service Learning in teacher education fosters /cuch^c`a abilities and teaching 

skills, and gives them a sense of personal growth. They can incorporate these ideas and methods 

from their experience of Service Learning after having after become teachers. The teachers will 

be encouraged to be leaders in introducing these concepts of Service Learning in their schools.

Key Words; Teacher Education, Service-Leaning, Subject "HOUSHI"
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